
 

ガーデン・ツーリズム登録制度 

令和７年度 登録計画事業実施報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森の京都ガーデンツーリズム協議会 

令和８年３月 

森の京都ガーデンツーリズム 

～森と里山の庭めぐり～ 



 

○具体的な事業の実施状況 

 

１ 情報発信事業 

 

（１）ウェブページによる情報発信  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体：森の京都ＤＭＯ 

実施時期：随時 

 

森の京都ＤＭＯのホームページ上にある森の京都ガーデンツーリズムのウェブページのＮｅｗ

ｓにおいて、構成庭園のほか、関係のあるベントなどについて、積極的な情報発信を行った。 

森の京都ガーデンツーリズム 

https://morinokyoto.jp/gardentourism/ 

メインページのスライドに 

森の京都ガーデンツーリズムを表示 



 

・構成庭園のイベント情報等発信 

 

拡大 



 

（２）インスタグラムによる情報発信 

 

 

実施主体：森の京都ＤＭＯ 

実施時期：随時 

 

森の京都ＤＭＯのインスタグラムアカウントで、構成庭園や季節の花の見どころなどについ

て、「♯森の京都ガーデンツーリズム」というタグを活用し、随時投稿を行った。 

森の京都ＤＭＯインスタグラム 

https://www.instagram.com/morinokyoto.jp/ 



 

（３）森の京都ガーデンツーリズムパンフレットの制作  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体：森の京都ＤＭＯ 

実施時期：令和７年９月～ 

 

全国都市緑化フェア 2026 開催に向けて「森の京都ガーデンツーリズム」のパンフレットを新た

に制作し、JR各駅や観光案内所等で配架し、PRを行った。 

 

（４）都市緑化機構機関紙への寄稿  

 

 



 

  

 

実施主体：森の京都ＤＭＯ 

実施時期：令和７年９月～ 

 

公益財団法人都市緑化機構の機関紙で、森の京都ガーデン

ツーリズムの取組を紹介した。地域資源である庭園や里山景

観を活かした観光振興の方向性や、関係者との連携体制、今

後の展望等を紹介し、本エリアの取組を広く発信した。 

 

 

 

機関誌「都市緑化技術」 | 公益財団法人都市緑化機構 

https://urbangreen.or.jp/cfmagazine/ug-magazine131 

 

 

 

○その他特筆すべき取組と成果 

（１）全国都市緑化フェア in 京都丹波実行委員会との連携  

実施主体：森の京都ＤＭＯ 

実施時期：令和６年４月～継続 

令和８年秋に開催する「第４３

回全国都市緑化フェアｉｎ京都丹

波」について、事務局と密に連携

し、同フェアの実行委員会にも参

加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）ガーデンツーリズム全国会議での登壇及び参加  

実施主体：森の京都ＤＭＯ 

実施時期：令和７年１１月 

公益財団法人都市緑化機構が主催され

るガーデンツーリズム全国会議に参加し、

森の京都ガーデンツーリズムの取組みを

紹介するとともに、ガーデンツーリズム

に対する見識をさらに深めることができ

た。特に情報交換会においては、他計画

の構成庭園の担当者との交流により自計

画との比較ができ、非常に参考になった。 

 

○まとめ 

 
１ 全体を通しての効果や成果  

今年度は登録から３年目となり、一昨年度に開設したウェブページやインスタグラムでの情報

発信にさらに力を入れて取り組み、新たに森の京都ガーデンツーリズムのパンフレットを作成し

た。また、森の京都ＤＭＯとして情報発信の機会があれば、構成庭園を採用するなどし、専用の

ウェブページにとどまることなく、積極的な情報発信を行うことができた。さらに、来年度は当

エリアに「第４３回全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波」が開催されるため、事務局とも連携した

事業展開及び PR 行っていく。 

 

２ 今後の取組  

ウェブページの拡充、イベント情報のお知らせやインスタグラムの投稿といった情報発信に引

き続き力を入れていきたい。また、全国都市緑化フェアがメインコンテンツとなるため、関係市

町、事務局等と連携を取りながら森の京都ガーデンツーリズムの情報発信を積極的に行っていき

たい。 


